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表紙・まちかどとぴっくす表紙・まちかどとぴっくす
舞台を中心に活躍する丹波市出身の俳優舞台を中心に活躍する丹波市出身の俳優
新木新木宏宏

ひ ろ ふ みひ ろ ふ み

典典さんが市長表敬訪問さんが市長表敬訪問

特集特集
「女子高校野球の聖地」丹波市から羽ばたく「女子高校野球の聖地」丹波市から羽ばたく

全国制覇全国制覇のの神戸弘陵学園高等学校神戸弘陵学園高等学校ででプレープレー
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バッティング練習で快音を
響かせる角木さん

優勝を決めチームメイトと喜びを爆発
させる津田さん（写真右から３人目）

女
子
野
球
の
魅
力
は
盛
り

上
が
り
が
す
ご
い
と
こ
ろ

　
津
田
さ
ん　

野
球
を
し
て
い
た

兄
の
影
響
を
受
け
、
小
学
校
３

年
生
の
時
に
少
年
野
球
チ
ー
ム

に
入
部
し
ま
し
た
。
女
子
野
球

の
魅
力
は
盛
り
上
が
り
が
す
ご

い
と
こ
ろ
。
特
に
応
援
は
、
試

合
に
出
て
い
な
い
メ
ン
バ
ー
も

全
力
で
声
を
出
し
、
み
ん
な
で

戦
う
の
で
、
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ

に
は
な
い
一
体
感
が
あ
る
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

角
木
さ
ん　

私
も
兄
の
影
響
で
、

兄
を
応
援
し
て
い
る
う
ち
に
興

味
を
持
ち
、
小
学
1
年
生
の
と

き
か
ら
本
格
的
に
は
じ
め
ま
し

た
。
女
子
野
球
は
点
を
取
っ
た

と
き
な
ど
に
、
み
ん
な
で
声
を

出
し
た
り
、
歌
っ
て
喜
び
を
表

現
し
ま
す
。
そ
こ
が
女
子
野
球

な
ら
で
は
の
良
い
と
こ
ろ
で
楽

し
い
な
と
感
じ
ま
す
。

　８月１日、全国高等学校女子硬式野球選手権大会決勝が阪神甲子園
球場で行われ、津田さんがベンチ入りした神戸弘陵学園高等学校が岐
阜第一高等学校を８対１で下し、優勝を果たしました。同校には丹波
市出身の２人の選手が所属しています。
　角木さんはスタンドからの応援となりましたが、津田さんは決勝ま
での５試合中、３試合で代走として出場。決勝の舞台では代走で途中
出場し、聖地のグラウンドを駆け抜け、神戸弘陵学園高等学校の２年
ぶり３度目の優勝に貢献しました。今回の特集では丹波市を離れて女
子高校野球の舞台で活躍する２人に話を聞きました。

津田美
み な み

波さん（春日中学校出身）
ポジション：セカンド

「女子高校野球の聖地」丹波市から羽ばたく

全国制覇の神戸弘陵学園高等学校でプレー

角
つ の き

木夏
な つ ね

音さん
神戸弘陵学園高等学校１年生

（市島中学校出身）
ポジション：セカンド、ショート

神戸弘陵学園高等学校２年生

特集
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　津田さんは持ち前の明るい性格で、チームのムードメーカー的な存
在です。現在は副キャプテンなので、下級生との橋渡し役を担いながら、
チームを引っ張っていって欲しいと思います。
　角木さんはショートのポジションでセンスの良いプレーを見せてく
れている、伸びしろのある選手です。２人には今後もチームを支えて
くれるプレイヤーになって欲しいです。

神戸弘陵学園高等学校
女子硬式野球部コーチ

村井雅
ま さ ゆ き

之さん

「２選手へ期待。チームを支えるプレイヤーに」

ボールに狙いを定め、バッテ
ィングの構えをとる津田さん

練習前にチームメイトと食事を
楽しむ角木さん（写真右）

練習の合間、頭に帽子を積み上げて
雰囲気を和ませる津田さん（写真左）

試合前のグラウンドで
送球する津田さん

甲
子
園
の
戦
い
を

振
り
返
っ
て

　
津
田
さ
ん　

代
走
と
し
て
送
り

出
さ
れ
た
時
は
、
緊
張
よ
り
も
、

喜
び
や
楽
し
さ
、
う
れ
し
い
気

持
ち
が
勝
っ
て
い
ま
し
た
。
甲

子
園
で
決
め
た
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
は
と
て
も
気
持
ち
良
か
っ
た

で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
の
景

色
は
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
見
え
る

も
の
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
し

た
。
う
ま
く
言
葉
で
表
現
で
き

な
い
で
す
が
、
と
に
か
く
す
ご

か
っ
た
で
す
。

角
木
さ
ん　

ス
タ
ン
ド
か
ら
で

も
甲
子
園
の
迫
力
や
先
輩
た
ち

の
野
球
に
対
す
る
姿
勢
、
執
念
、

全
力
さ
が
伝
わ
り
、
学
ぶ
こ
と
は

多
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
と
応
援

す
る
の
も
楽
し
か
っ
た
で
す
が
、

来
年
は
応
援
さ
れ
る
立
場
に
な

る
た
め
、
ま
ず
は
ベ
ン
チ
入
り

を
目
標
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

お
互
い
の
プ
レ
ー
の
魅
力

　
津
田
さ
ん　

角
木
さ
ん
は
広
角

に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
の

が
魅
力
の
選
手
で
す
。
守
備
も
、

ノ
ッ
ク
の
練
習
時
に
は
前
に
出

て
捕
っ
た
り
す
る
な
ど
勇
気
が

あ
っ
て
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

角
木
さ
ん　

津
田
さ
ん
は
小
学
校

の
時
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
。
当

時
か
ら
色
ん
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
守

り
、
キ
ャ
プ
テ
ン
ま
で
も
任
さ
れ

て
い
て
、
ま
さ
に
憧
れ
の
存
在
で

し
た
。
守
備
で
は
安
定
し
た
技
術

に
加
え
、
常
に
声
を
出
し
て
い
て
、

す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。

チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
く

選
手
に
な
る

　
津
田
さ
ん　

私
が
め
ざ
し
て
い

る
バ
ッ
タ
ー
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
の
近ち

か
も
と
こ
う
じ

本
光
司
選
手
で
す
。
長

打
も
含
め
て
ヒ
ッ
ト
を
量
産
す

る
安
打
製
造
機
で
す
。
私
は
ま

だ
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
課
題
が
あ

る
の
で
、
し
っ
か
り
練
習
し
て

技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
打
て
る
だ
け
で
な

く
、
ラ
ン
ナ
ー
を
進
め
た
り
、

チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
で
き
る
選
手

に
な
り
た
い
で
す
。

角
木
さ
ん　

私
は
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
源げ

ん
だ
そ
う
す
け

田
壮
亮
選
手
が
目
標

で
す
。
長
打
だ
け
で
な
く
、
バ

ン
ト
も
し
っ
か
り
決
め
て
、
チ

ー
ム
に
貢
献
で
き
る
選
手
で
す
。

私
も
源
田
選
手
の
よ
う
に
、
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
で
チ
ー
ム
を
勝
利

に
導
け
る
よ
う
な
選
手
に
な
り

た
い
で
す
。
ま
た
、
守
備
で
は

声
を
し
っ
か
り
出
し
て
、
チ
ー

ム
を
引
っ
張
れ
る
選
手
を
め
ざ

し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

プ
レ
ー
で
丹
波
市
に
感
謝
と

元
気
を
与
え
た
い

　
津
田
さ
ん　

夏
の
大
会
で
は
地

元
、
丹
波
市
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
方
が
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
皆
さ
ん
に
活
躍
す

る
姿
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
を
勝
ち
取
っ
て
試
合

に
出
続
け
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。

角
木
さ
ん　

丹
波
市
に
は
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。「
丹
波
市
は
田

舎
だ
け
れ
ど
も
人
と
の
つ
な
が

り
が
深
い
ま
ち
」
と
チ
ー
ム
メ

イ
ト
に
も
話
す
よ
う
に
、
私
も

夏
の
大
会
に
は
地
元
の
友
達
や

知
り
合
い
が
応
援
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
う
し
た
方
た
ち
に

プ
レ
ー
で
感
謝
を
伝
え
、
元
気

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

interview

特
集
：
丹
波
市
か
ら
野

球
で
羽
ば
た
く
２
人

下

水

道

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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狂犬病予防②
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
掃
除

用
ト
イ
レ
シ
ー
ト
な
ど

　

ト
イ
レ
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や

掃
除
用
ト
イ
レ
シ
ー
ト
な
ど
を
流
す
と
、

排
水
管
や
下
水
道
管
を
詰
ま
ら
せ
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
ま
た
は
水
に

溶
け
る
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
以
外

は
使
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

③
雨
水

　

下
水
道
に
流
せ
る
の
は
汚
水
の
み
で

す
。
宅
地
内
の
屋
根
や
庭
に
降
っ
た
雨

水
が
下
水
道
管
に
流
れ
る
と
、
各
家
庭

か
ら
の
汚
水
が
流
れ
に
く
く
な
っ
た
り
、

逆
流
し
て
し
ま
い
ま
す
。
雨
ど
い
が
誤

っ
て
下
水
道
管
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い

か
確
認
く
だ
さ
い
。

　「マンホールカード」は、市のデザインマン
ホールや市の特徴などが書かれた下水道の広報
カードで、かいばら観光案内所で無料配布して
います。
■配布場所 / かいばら観光案内所（丹波市柏原
町柏原 3625）☎ 73‐0303
※下水道課では配布していません。
■配布時間 / 午前 10 時～午後４時
■そのほか / １人１枚に限り配布

丹波市版マンホールカード無料配布中！

　

下
水
道
は
、
川
や
海
の
水
を
き
れ
い
に
保
ち
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
快
適

な
も
の
に
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
で
す
。
し
か
し
、
正
し
い
使
い
方
を
し
な

け
れ
ば
本
当
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
施
設
を
長
く
維
持
す
る

た
め
に
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。下

水
道
課
（
春
日
庁
舎
内
）
☎
74
‐
０
２
２
４

問

下
水
道
を
正
し
く
使
お
う

３
つ
の
項
目
に
注
意

　

近
年
、
下
水
道
管
が
ふ
さ
が
っ
て
し

ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
に
流
せ
な
い
も
の
を
流
し
て
い

る
こ
と
が
原
因
で
す
。
特
に
次
の
３
つ

の
項
目
は
、
下
水
道
に
流
さ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
生
ご
み
や
油
・
髪
の
毛
な
ど

   

台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
や
油
な
ど
を

流
す
と
、
下
水
道
管
を
詰
ま
ら
せ
る

だ
け
で
な
く
、
処
理
施
設
で
十
分
に

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
川
を
汚

す
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
油

は
布
や
紙
に
染
み
こ
ま
せ
て
、
燃
や

す
ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

Sewer system
下水道

【表】

故障したとき・
雨水が下水道に流れているときは

　トイレや排水管のつまりなど簡単な故障は
みなさんで修理できますが、手に負えない場
合や、雨水が誤って下水道管に流れていると
きは、市に登録がある指定工事店で修理を行
ってください。

排水設備指定
工事店の一覧

井戸水利用者は、使用人数を
お知らせください。

　井戸水を使用している場合の下水道使用料
は、使用人数で算定します。使用人数（世帯人
数）を把握できないと、使用料が正しく算定
されません。使用人数に変更が生じたら、必
ず「井戸水等使用（変更）届」を上下水道お
客様センターまたは各支所まで提出ください。【裏】

ホームページ
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　食育とは食の知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活を実践できる能力を育
はぐく

むことを言いま
す。食育には身体の健康に関する取組のほかに「食品廃棄を減らす」ことで環境を守ろうとする取組
もあります。10 月食育月間を機に、それぞれの家庭で何ができるか考えてみましょう。

◇日々の生活でできること◇食品ロス

　食品ロスの約半数は家庭から出ています。「食べ
きれなかった」「傷ませてしまった」「賞味期限・消
費期限が切れていた」ことが主な廃棄の理由です。

食品ロスを減らす３つのコツ

①買い過ぎない…必要な分だけを買う
②作り過ぎない…体調や家族の予定を考える
③食べ残さない…残った料理を次の食事で食べ
たり、ほかの料理に作り変えて食べきる

　食品が食べられずに捨てられることを食品ロ
スといいます。食品ロスを減らすことは、ゴミ
減量につながり、環境を守ることができます。

日本の食品ロス量 世界の食料廃棄量

日 本 の 人 口 １ 人 あ た
り、毎日おにぎり１個

（114g）を捨てている
計算になります。

年間

約 523 万トン
年間

約 13 億トン

生産された食料の約
３分の１を廃棄して
いる計算になります。

農林水産省
ホームページ

参考：政府広報オンライン「今日からできる！家庭でできる食品ロス削減」

農林水産省では食育の取り組みについて分かりやすく発信するために、食育
ピクトグラムを作成しています。食生活の意識づけに活用してみませんか？

知っていますか？食育ピクトグラム

　大切な家族の一員であるペット。周囲に迷惑
をかけないように、最後まで愛情と責任を持っ
て飼いましょう。

◇糞尿は飼い主が責任を持って片付けましょう
　犬を散歩させるときは必ずリードでつなぎ、
水やスコップなどを携帯し、飼い主が責任を持
って糞尿を片付けましょう。

◇飼い猫には不妊去勢手術を行いましょう
　猫は繁殖力の強い動物です。子猫が増えすぎ
て管理できなくならないように、早めに不妊去
勢手術を行いましょう。また、猫を屋外に出す
と、糞や尿をして近所迷惑になったり、交通事
故で命を失うおそれがあるので、室内で飼いま
しょう。

ペットを飼うときは

最後まで愛情と責任を持ちましょう

食品廃棄を減らそう

10 月は食育月間です

問　環境課（本庁舎内）☎ 82‐1290

９月
20日～

26日は

動物
愛護週間です

◇ペットが迷子になったら必ず連絡しましょう
・丹波警察署　☎ 72‐0110
・環境課（本庁舎内）　☎ 82‐1290
・兵庫県動物愛護センター　☎ 06‐6432‐4599
迷子に備えて犬には鑑札、狂犬病予防注射済票
を、猫には迷子札を付けてください。

◇むやみに餌を与えるのは愛情ではありません
　野良猫に餌を与えると、猫が集まり周囲に迷
惑をかけたり、繁殖して子猫が生まれ、殺処分
される不幸な猫を増やすことになります。

◇動物の遺棄・虐待の禁止
　飼えないからと動物を捨てることや虐待する
ことは法律で禁止されています。違反すると、厳
しい罰則が適用されます。

問　健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5750

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

特
集
：
丹
波
市
発

祥
囲
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情
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令
和
６
年
度
に
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

の
施
設
に
入
園
を
希
望
す
る
乳
幼
児
の
申

込
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
す
で
に
入
園
し

て
い
る
場
合
も
書
類
の
提
出
が
必
要
で

す
。
申
込
受
付
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
／
次
の
と
お
り

①
１
号
認
定
：
10
月
２
日
（
月
）
～
６
日

（
金
）

②
２
・
３
号
認
定
：
10
月
16
日
（
月
）
～

11
月
２
日
（
木
）
※
期
間
厳
守

■
対
象
／
お
お
む
ね
生
後
６
カ
月
の
乳
児

か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も

■
認
定
区
分
／
年
齢
や
保
育
の
必
要
性
、

施
設
の
種
類
に
応
じ
て
、
３
つ
の
区
分
に

認
定
し
ま
す
。

申

認定こども園などの認定こども園などの

入園申込受付を開始

１
号
認
定
／
３
歳
以
上
で
標
準
時
間
の
教

育
を
希
望
す
る
場
合
：
認
定
こ
ど
も
園

２
号
認
定
／
３
歳
以
上
で
保
育
を
必
要
と

す
る
場
合
：
認
定
こ
ど
も
園

３
号
認
定
／
３
歳
未
満
で
保
育
を
必
要
と

す
る
場
合
：
認
定
こ
ど
も
園
ま
た
は
小
規

模
保
育
施
設

■
提
出
書
類
／
認
定
区
分
に
応
じ
て
、
必

要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

１
号
認
定
／
「
支
給
認
定
（
現
況
届
）
申

請
書
兼
利
用
申
込
書
」

２
号
・
３
号
認
定
／
「
支
給
認
定
（
現
況

届
）
申
請
書
兼
利
用
申
込
書
」、「
事
由
を

証
明
す
る
書
類
」

※
必
要
書
類
は
各
園
、
子
育
て
支
援
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
場
所
／
第
1
希
望
の
施
設

※
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
子
育
て
支
援

課
で
受
付
可
能
。

※
申
込
時
点
で
市
外
に
住
所
が
あ
る
乳
幼

児
（
転
入
予
定
者
）
に
限
り
、郵
送
可
能
。

配
達
の
記
録
が
残
る
郵
便
で
子
育
て
支
援

課
宛
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
ほ
か
／
施
設
の
定
員
や
保
育
教
諭

な
ど
の
配
置
に
よ
り
、
希
望
園
へ
の
入
園

が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

H P

　 　子育て支援課（健康センターミルネ内）
 ☎ 88‐5083
問

ホームページ

書類の

ダウンロードは

こちらから

　 子育て支援課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5751問

　令和６年４月以降にアフタースクールに入所
を希望する児童の申込受付を開始します。

■受付期間 /10 月２日 ( 月 ) ～ 11 月２日 ( 木 )
■対象 / 市内在住の小学生
■入所要件 / 保護者が仕事や介護などで放課後
もしくは学校の長期休業中に、家庭で適切な保
育ができない児童であること
■提出書類 / 子育て支援課・各アフタースクー
ルに設置の「アフタースクール入所申込書兼児
童台帳」と「就労証明書」など保育を必要とす
ることを示す証明書
■受付場所 / 各アフタースクール・子育て支援課
■そのほか / 年度途中に入所を希望する場合も
期間内に申し込んでください。定員などにより、
入所が困難な場合があります。詳しくは「アフ
タースクール入所のご案内」を確認ください。
1 日のみ利用する「一時預かり」制度もあります。

アフタースクール

入所申込受付を開始
H P

申　 ふるさと定住促進課（本庁舎内）☎ 88‐5360問
　
　身近な公共交通として路線バスを利用しても
らうため、行動範囲が広くなる中学３年生に、
神姫バスグループが発行する路線バス IC カード
乗車券 NicoPa を配布します。

■配布物 /NicoPa（記名式）プリペイドカード
2,200 円分をチャージした状態で配布します。
※市島地域、山南地域上久下小学校区に居住し
ている、または既に NicoPa を所有している場合、
交通系 IC カード「I

イ コ カ

COCA」を選択できます。
■対象となる中学３年生 / ①市内の中学校に在籍
②氷上特別支援学校に在籍③市内に住所を有し、
市外の中学校に在籍
■申請方法 / ①の該当者は、各学校を通じて申請
書を届けます。学校を通じて申請してください。
②、③の該当者は申請書を郵送しますので、ふ
るさと定住促進課まで提出してください。
■申請期限 / ① 10 月６日（金）②、③ 10 月 20 日（金）
■配布時期 /12 月中旬予定

市内の中学３年生に

N
二 コ パ

icoPa を配布します
H P

申

政フラッシュ政フラッシュ市市　　　表示のものは、市ホームページ（https://www.city.tamba.lg.jp/）にも情報を掲載しています。
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◇ワクチン接種には本人の同意が必要です
　15 歳以下のワクチン接種には、保護者の同伴
が必要です。保護者以外が同伴する場合は委任状
が必要になります。
　ワクチン接種の際には、感染症予防の効果と副
反応のリスクについて、正しく理解したうえで、
本人の意思に基づいて接種を判断してください。
職場や周りの人などにワクチン接種を強制した
り、接種していない人に対して差別的な対応を行
わないでください。

　 健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5750問
　
■対象者 / 下記のとおり
①初回（１～３回目）接種を終了した生後６カ
月～４歳②初回（１回・２回目）接種を終了し
た５歳以上
■期間 / ９月 20 日（水）～令和６年３月 31 日（日）
■接種間隔 / 前回接種から３カ月以上
■費用 / 無料（自己負担なし）
■使用ワクチン / オミクロン株 XBB.1.5 対応１
価ワクチン
■そのほか / 接種券は順次送付しています。申
請は不要です。

◇初回接種がまだ済んでいない人

　生後６カ月以上で初回接種を済ませていない
人は、９月 20 日以降も引き続き接種が可能です。
■費用 / 無料（自己負担なし）
■使用ワクチン / オミクロン株 XBB.1.5 対応１
価ワクチン

９月 20 日（水）から

令和５年秋開始接種がはじまります
H P

　 　教育総務課（山南庁舎内）☎ 70‐0810
　70‐0814　　kyouiku-soumu@city.tamba.lg.jp
問

　
　令和８年４月に開校する吉見小学校と三輪小学
校の統合小学校の校名を募集します。

■募集締切 /11 月 16 日 ( 木 ) 必着
■応募資格 / 市島地域在住者、市島地域の小中学
校を卒業した人
■応募条件 / 漢字、ひらがな、カタカナを使用す
ること
■応募点数 / １人につき 1 点まで
■応募方法 / ①郵送② FAX ③メール④教育委員
会まで直接持参⑤応募用紙の設置場所に投函⑥申
込フォーム※応募用紙は市のホームページからダ
ウンロードまたは下記の施設に設置しています。

（市役所、各支所、市島地域内の小中学校、吉見・
鴨庄・美和地区自治振興会）
■そのほか / 決定した名称の著作権
は、丹波市教育委員会に帰属するも
のとします。

吉見・三輪統合小学校の

校名を募集します
H P

申

入札日は 11 月 14 日（火）

不動産公売を実施します
H P

問税務課（本庁舎内）☎ 82‐1535　　

　市税の滞納処分として差し押さえた不動産の公
売を実施します。不動産の詳しい情報や持ち物に
ついては、税務課・各支所にある「不動産公売広
報」または市のホームページを確認ください。

■とき /11 月 14 日 ( 火 ) 入札開始：午後１時 30 分
■ところ / 氷上住民センター　大会議室
■持ち物 / 公売保証金、印鑑、身分証明書など

区分 種類 所在・面積 買受適
格証明

1

土地（田）
※現況：宅地
土地（宅地）

建物（未登記）

建物（居宅）

丹波市氷上町賀茂字山根 988 番
面積：188 ㎡
丹波市氷上町賀茂字山根 989 番
面積：215.07 ㎡
丹波市氷上町賀茂字山根 988 番地
面積：26.97 ㎡
丹波市氷上町賀茂字山根 989 番地
面積：1 階 103.79 ㎡、２階 38.80 ㎡

不要

2

土地（田）
※現況：宅地
建物（未登記）

丹波市氷上町絹山字松ヶ鼻 412 番１
面積：350 ㎡
丹波市氷上町絹山字松ヶ鼻 412 番地１
面積：1 階 138.09 ㎡、２階 53.35 ㎡

不要

　　　表示のものは、市ホームページ（https://www.city.tamba.lg.jp/）にも情報を掲載しています。H P

F

各接種の詳しい内容については、
市のホームページを確認ください。

ホームページ
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情
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　所有者不明土地の解消、空き家・空地問題解消
に向け、令和６年４月１日（月）から相続登記が
義務化されます。相続によって不動産を取得した
相続人は、その所有権を取得したことを知った日
から３年以内に相続登記の申請が必要です。

　相続登記を円滑に行うために、遺言書を残す
ことで遺産分割協議を行う必要がなくなり、無
用なトラブルを未然に防ぐことができます。ま
た、法務局に遺言書を預けておくことで、紛失・
改ざんの心配もなく、家庭裁判所の検認手続も
不要になり、スムーズに相続登記ができます。

令和６年４月から

相続登記が義務化されます
　神戸地方法務局柏原支局　☎ 72‐0176問

H P

　 障がい福祉課（本庁第２庁舎内）☎ 88‐5263問
　
　市内３か所の相談支援事業所で、障がいのある人や家族などの相談支援を実施しています。相談支援
専門員に福祉サービスの情報提供や、日々の心配事など生活について気軽に相談ください。

障がいのある人や家族のための

相談支援窓口 H P 申

障害者相談支援センター
「小鹿」

相談支援センター
たんば快援隊

丹波市社会福祉協議会
相談支援事業所

香良病院を利用していない人の相談
も受け付けています。「何とかなり
そう。頑張れそう」と思っていただ
ける相談支援をめざしています。

様々な福祉事業を実施している
株式会社ネクステと連携しなが
ら相談を受け付けています。

福祉サービスの利用相談などを
受け付けています。事業所は多
くの専門機関と隣接し、総合的
に相談を受けることができます。

政フラッシュ政フラッシュ市市　　　表示のものは、市ホームページ（https://www.city.tamba.lg.jp/）にも情報を掲載しています。

所在地
春日町黒井 1500 番地
問合先
☎ 74-4763　　74-0478
職員
相談支援専門員３名

（介護福祉士３名）
開所日※土日祝、年末年始休み
月～金
午前８時 30 分～午後５時 15 分

所在地
氷上町横田 406 番地１
問合先
☎ 80-2945　　80-1294
職員
相談支援専門員２名

（社会福祉士、介護福祉士）
開所日※土日祝、年末年始休み
月～金
午前８時 30 分～午後５時 30 分

所在地
氷上町香良 107 番地
問合先
☎ 82-9502　　82-7040
職員
相談支援専門員１名

（精神保健福祉士、社会福祉士）
開所日※土日祝、年末年始休み
月～金
午前９時～午後５時

香良病院内にあります 株式会社ネクステと連携しています ハートフルかすが内にあります

「小鹿」
ホームページ

相続登記義務化 遺言書保管

たんば快援隊
ホームページ

社会福祉協議会
ホームページ

F F F
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　 人権啓発センター（氷上住民センター別館）☎ 82‐0242問
　
　犯罪や非行の防止と更生について理解を深め、
犯罪のない地域社会を築くことをめざす「社会を
明るくする運動」の一環として、就労を通じて社
会復帰を支援する活動を続けている草刈健

け ん た ろ う

太郎さ
んの講演会を開催します。

■とき /10 月 21 日 ( 土 )
午後１時 30 分～３時
■ところ / 柏原住民センター会議室 A
■演題 / お前の親になったる
■講師 / 公益社団法人 OMOIYARI
プロジェクト代表理事　草刈健太郎さん
■定員 /30 人
■申込方法 / 電話、申込フォームか
ら申し込み。

社会を明るくする運動

秋の講演会を開催
H P

申

　 人権啓発センター（氷上文化センター）
☎ 82‐1064　 82‐4086
問

　
　京都市北区にある人権資料展示施設「ツラッテ
ィ千本」で「地域で取り組まれてきた部落史研究
活動の成果」などについて学ぶ講座を開催します。

■とき /11 月 17 日 ( 金 ) 午前７時 30 分～午後５時
■ところ / ツラッティ千本
■内容 / 展示室の見学とフィールドワーク（ガイド付）
■参加費 / 無料※昼食代などは実費負担
■定員 /25 人
■申込期限 /10 月 31 日（火）
■申込方法 / 電話、FAX から申し込み。

第３回人権歴史講座フィールドワーク

参加者募集 H P

申

　 男女共同参画センター（市民プラザ内）☎ 82‐8684問
　
　毎日、仕事や家事に追われ、疲れていませんか。
自分らしく暮らし、働き続けるための時間管理
術をみんなと一緒に考えてみましょう。

■とき /10 月 28 日 ( 土 ) 午後２時～３時 30 分
■ところ / 市民プラザ
■講師 / 特定非営利活動法人
夢コネクト代表　森本紀

の り こ

子さん
■対象 / 市内在住、在勤の女性
■定員 / ８人
■申込期限 /10 月 25 日（水）
■申込方法 / 電話、または申込
フォームから申し込み。
■そのほか / 託児あり※１歳半～
預かり可。７日前までに要予約。

出張！女性のための働き方セミナー

働く女性の時間管理術
H P

申

　高齢者等発見 SOS システムは認知症高齢者
などが行方不明になった時、警察と協力関係
機関が早期発見、保護につなげるしくみです。
行方不明時には事前登録された情報をもとに
捜索を行います。

■対象者 / 市内在住の高齢者、若年性認知症の人
■登録方法 / 申請書と最近撮影した顔と全身がわ
かる２種類の写真を介護保険課へ提出
■そのほか / 事前登録者には、読み取ると連絡先
が表示される２次元コードシールを配付します。
■問い合わせ先 / 下記のとおり
西部地域包括支援センター（氷上・青垣）☎ 82-7529
南部地域包括支援センター（柏原・山南）☎ 78-9123
東部地域包括支援センター（春日・市島）☎ 74-1900

事前登録しませんか

高齢者等発見 SOS システム
　介護保険課（本庁第２庁舎）☎ 88‐5267問

H P

　　　表示のものは、市ホームページ（https://www.city.tamba.lg.jp/）にも情報を掲載しています。H P

　予防課 ( 消防本部内 ) ☎ 72‐0571 
　
　10 月１日 ( 日 ) から、電気自動車などの急速充
電設備の全出力の上限が、撤廃されたことに伴い、
施設などに急速充電設備を設置する場合は、予防
課への届け出が必要になりました。

■届出対象 / 市内に設置する全出力が 50k
キロワット

w を超
える急速充電設備
■届出方法 / 予防課に用意してある届出用紙、また
は市ホームページに掲載の届出用紙に記入のうえ設
計図書を添付し、予防課まで提出してください。
※一般家庭で、専用コンセントから電気自動車等
に普通充電する設備は届け出の必要はありません。

急速充電設備の設置は

届け出が必要です
H P

問申

F

申込フォーム申込フォーム

森本紀子さん草刈健太郎さん
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マイナンバーカードはできあがるまでに約１
カ月かかります。

■時間 / 午後１時～４時
 ９月  27 日（水）    青垣住民センター
10 月   ３日（火）    山南住民センター
10 月   ６日（金）    春日住民センター
10 月 11 日（水）　青垣住民センター
10 月 18 日（水）　ライフピアいちじま
10 月 20 日（金）　柏原住民センター

市民課休日申請窓口
■とき /10 月 28 日（土）午前９時～正午

　市役所職員が自宅を訪問し、マイナンバーカー
ドの申請や受け取り手続きを手伝います。

■内容 / ①マイナンバーカードの申請手続き②マ
イナンバーカードの受け取り手続き
■対象 / 高齢者、障がいのある人、介護を受けてい
る人など、自力で市役所に来庁することが困難な人
■利用の流れ / 下記のとおり
①訪問を希望する日の１週間前までに、電話で予
約してください。
②市民課から通知を発送しますので、確認して当
日まで大切に保管してください。
③訪問の当日に、職員が２人で自宅に伺います。
④後日、市役所からマイナンバーカードを書留郵
便で送付します。

申請・受取り手続きが自宅でできます

①予約の電話受付後に市民課から郵送した通知
②通知カード（所有者のみ）
③本人確認書類２点
顔写真有１点＋顔写真なし１点

（例：免許証（運転経歴証明書）＋健康保険証）
または顔写真なし２点（例：健康保険証＋介護保険証）

手続き時に必要なもの
①交付申請書※ QR コード付き
②通知カードまたは個人番号通知書
③本人確認書類２点
顔写真有１点＋顔写真なし１点

（例：免許証（運転経歴証明書）＋健康保険証）
または顔写真なし２点※通知カードが必要

（例：健康保険証＋介護保険証＋通知カード）

申請時に必要なもの

住民センター

マイナンバーカード申請会を開催
　
　マイナンバーカードの写真撮影と申し込みを
サポートするマイナンバーカード申請会を下記
の日程で行います。予約は不要です。また、同
様のサポートは市民課窓口でも行っています。
必要書類を持参のうえ、お越しください。

写真撮影を行いますので、必ず本人が来場し
てください。

15 歳未満や成年被後見人の人は必ず法定代
理人と一緒に来場してください。

　
　書類がそろっていない場合は完成したマ
イナンバーカードを自宅に送付することが
できず、市役所窓口でのカード受け取りに
なる場合があります。

マイナンバーカード申請会では

受け取りはお早めに！ マイナンバーカード 市民課 （本庁舎内）☎ 82‐2002申問

　市内の企業・団体が一堂に会し、自社製品の
販売や技術力などの魅力を紹介する産業交流市
を開催します。職業体験ブースでは子どもたち
が楽しみながら興味のある仕事やものづくりに
挑戦できます。
　

■とき /10 月 22 日（日）午前 11 時～午後４時
■ところ / 丹波の森公苑

◇同時開催　丹波ＧＯＧＯフェスタ 2023
　キッズチャレンジのほか、ステージイベント
や飲食ブース、フリーマーケットなど、様々な
催しがあります。

地元企業の魅力を紹介

丹波市 産業交流市
　商工振興課（春日庁舎内）☎ 74‐1464問

H P

H P
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市
長
・
林
時
彦
の

時
を
駆
け
る

　

信
金
中
央
金
庫
様
は
、
創
立
70
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
各
地
の

信
用
金
庫
様
と
連
携
し
て
地
域
活
性

化
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
に
寄

附
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丹
波
市
で
は
、
市
民
が
誇
り
を
持

っ
て「
帰
っ
て
こ
い
よ
と
言
え
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
数
多
く
の

子
育
て
支
援
施
策
を
展
開
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
取
組
に
共
感
を
い
た

だ
き
ま
し
た
中
兵
庫
信
用
金
庫
様
か

ら
の
推
薦
を
得
て
、
令
和
２
年
度
に

同
事
業
に
採
択
さ
れ
、
１
千
万
円
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
の
取
組
に
対
し
て
、
中
兵
庫
信

用
金
庫
様
か
ら
の
後
押
し
を
い
た
だ

け
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
大

変
心
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
に
私

財
を
寄
附
し
た
個
人
・
法
人
に
対
し

て
、
国
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
こ

の
た
び
私
が
心
か
ら
感
謝
の
意
を
込

め
て
代
読
し
、
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
ま
し
た「
み
ん
な
で
子
育

て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
数
あ

る
子
育
て
支
援
の
取
組
の
中
か
ら
制

度
の
趣
旨
に
あ
っ
た
も
の
を
ひ
と
つ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
と
り
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
い
た
だ
い
た
寄
附
金

は
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
応
援
す

る
た
め
、
多
く
の
地
元
企
業
様
の
協

力
を
得
て
、
妊
娠
期
か
ら
２
歳
ご
ろ

ま
で
の
間
に
利
用
い
た
だ
け
る
市
内

産
品
を
ま
と
め
た
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス

応
援
ギ
フ
ト
の
贈
呈
や
青
垣
児
童
公

園
、
水
分
れ
公
園
の
遊
具
設
置
や
整

備
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
策
と
し
ま
し
て
は
こ

の
ほ
か
に
も
、
昨
年
か
ら
、
第
１
子
、

第
２
子
が
生
ま
れ
た
と
き
は
10
万

円
、
第
３
子
以
降
は
50
万
円
の
出
産

祝
い
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
か
ら
は
高
校
生
世
代
の
医
療
費

無
料
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
す
べ
て
の
子
育
て
世

帯
と
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

紺
綬
褒
章
伝
達
式
を
行
い

ま
し
た

丹 波 市丹 波 市

地域おこし地域おこし

協 力 隊協 力 隊
地域おこし協力隊の活動を報告します

経歴：兵庫県三田市出身。東京で営業職
を経験後、子育てを機に自然に魅せられ
て丹波市へ移住。
任期：令和３年 10 月～

 vol.53尾形 真
ま い こ

依子さん
環境保全や自然教育に取り組む

　今年は子どもたちと自然遊びを展開するだ
けでなく、先生に対して自然遊びの実地研修
をしたいと考えていました。そして９月には
丹波地域のこども園の先生に向けて、人と自
然の博物館にご尽力を頂いて、身近な植物の
観察や植物を使った自然遊びをする研修が実
現しました。ホームページで活動報告させて
いただきますので、ぜひ見にきてください。
　また、新たに青垣町神楽地域で里山づくり
にも挑戦しています。この取組には二つの目
的があります。
　一つ目は、微力ながら里山づくりを行い、
色んな植物や虫、食べ物が集まる、生物多様
性な場所を作ること。二つ目は子どもたちが

思う存分、里山で遊ぶことができる環境を作る
ことです。こちらについても私のインスタグラ
ムやホームページで随時掲載していきます。里
山づくりに興味がある人や知見を持っている方
がいらっしゃれば一度、のぞきにきてください。

おがちゃん
LINE

ホームページ神楽地域の森で、木の皮をむく
きらめき間伐をするこどもたち
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お
知
ら
せ

　

丹
波
健
康
福
祉
事
務
所
健
康

管
理
課
☎
73
‐
３
７
６
５

10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

浄
化
槽
は
、
し
尿
や
生
活
雑
排

水
を
き
れ
い
に
し
て
川
に
戻
す
、

水
環
境
保
全
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
浄
化
槽
は
１
年

に
１
回
以
上
、
ま
た
全
ば
っ
気

方
式
の
浄
化
槽
は
半
年
に
１
回

以
上
の
清
掃
が
法
律
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
切

な
水
環
境
を
守
る
た
め
、
適
正

な
浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

環
境
課
（
本
庁
舎
内
）
☎
82

‐
１
２
９
０

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
発
売

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
県
内
市

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
県
内
の
宝
く
じ
売

り
場
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
購
入
く
だ
さ
い
。

■
発
売
期
間
／
９
月
20
日
（
水
）

～
10
月
20
日
（
金
）　　

　

兵
庫
県
市
町
村
振
興
協
会
☎

０
７
８
‐
３
２
２
‐
１
１
５
１

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
（
木
）
か
ら
30
日
（
土
）

ま
で
、「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
回

は
３
つ
の
重
点
を
①
こ
ど
も
と

高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
確
保
②
夕
暮
れ
時
と
夜

間
の
交
通
事
故
防
止
及
び
飲
酒

運
転
等
の
根
絶
③
自
転
車
等
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー

ル
遵
守
の
徹
底
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
安
全
運
転
で
事
故
の
な

い
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

く
ら
し
の
安
全
課
（
本
庁
舎

内
）
☎
82
‐
１
５
３
２

結
核
予
防
週
間

９
月
24
日
（
日
）
か
ら
30
日
（
土
）

は
結
核
予
防
週
間
で
す
。
結
核
は

重
大
な
感
染
症
で
す
。
昨
年
、
丹

波
圏
域
で
は
11
人
が
発
症
し
て
い

ま
す
。結
核
を
予
防
す
る
た
め
に
、

年
に
一
度
は
定
期
健
康
診
断
（
胸

部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）
を
受
け
、

２
週
間
以
上
の
咳
や
痰
、
微
熱
や

倦
怠
感
が
続
く
場
合
は
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
の

貸
付
に
つ
い
て

母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
人
を

対
象
に
、
経
済
面
に
お
け
る
自
立

支
援
と
児
童
の
福
祉
増
進
を
目
的

と
し
た
兵
庫
県
の
貸
付
制
度
で
す
。

■
対
象
／
母
子
家
庭
の
母
、
父

子
家
庭
の
父
、
寡
婦

■
要
件
／
①
原
則
と
し
て
連
帯

保
証
人
が
１
名
い
る
こ
と
②
児

童
の
福
祉
、
世
帯
の
自
立
助
成

に
つ
な
が
り
、
償
還
が
達
成
で

き
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と

■
貸
付
の
種
類
／
修
学
資
金
、

就
学
支
度
資
金
な
ど

■
申
請
方
法
／
社
会
福
祉
課
で

事
前
相
談
・
親
子
面
談
・
申
請

書
類
の
提
出

■
そ
の
ほ
か
／
申
請
か
ら
貸
付

ま
で
約
３
カ
月
か
か
り
ま
す
。

　
　

社
会
福
祉
課
（
本
庁
第
２

庁
舎
内
）
☎
88
‐
５
２
８
７

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
注
意

民
家
近
く
で
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

の
痕
跡
や
目
撃
情
報
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
夏
か
ら
秋

に
か
け
、
ク
マ
は
夕
方
か
ら
早

朝
の
間
、
食
べ
物
を
求
め
て
民

家
周
辺
に
出
没
す
る
可
能
性
が

就
学
時
健
康
診
断
の
実
施

令
和
６
年
４
月
に
小
学
校
に
入

学
す
る
幼
児
を
対
象
に
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
の
幼

児
の
保
護
者
に
は
案
内
通
知
を

し
ま
す
の
で
、
指
定
の
日
時
を

確
認
の
う
え
受
診
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
10
月
19
日
（
木
）、
26

日
（
木
）、
11
月
９
日
（
木
）、

16
日
（
木
）、
30
日
（
木
）

■
と
こ
ろ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
ミ
ル
ネ

■
対
象
／
平
成
29
年
４
月
２
日

～
平
成
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

教
育
総
務
課
（
山
南
庁
舎
内
）

☎
70
‐
０
８
８
０

ス
ポ
ー
ツ
災
害
共
済
給
付
を

受
け
る
場
合

学
校
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
、
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害

共
済
給
付
制
度
に
よ
る
医
療
費

の
給
付
を
受
け
る
場
合
は
、
福

祉
医
療
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
で
は
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
者
証
・
こ
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
は
使
用
せ
ず
、
健
康

保
険
証
の
み
を
提
示
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課
（
本
庁
舎
内
）
☎
82

‐
６
６
９
０

申
問

問

問問問

問問

広告
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団
地
の
一
部
、
応
相
寺
団
地
、

下
滝
団
地
Ｄ
棟
、
城
ヶ
花
団
地

１
号
棟
、
の
こ
の
団
地
）
は
、

常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　

都
市
住
宅
課
（
春
日
庁
舎

内
）
☎
74
‐
２
３
６
４

A
C
P
講
演
会　

A
C
P
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
二
ン
グ
）
と
は
将
来
に
備

え
、
医
療
や
介
護
ケ
ア
に
つ
い
て

家
族
や
近
し
い
人
、
医
療
・
ケ
ア

の
担
当
者
と
繰
り
返
し
話
し
合
う

こ
と
を
い
い
ま
す
。
A
C
P
に
つ

い
て
学
び
、
考
え
る
機
会
と
し
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
８
日
（
日
）
午

後
２
時
～
４
時

■
と
こ
ろ
／
春
日
文
化
ホ
ー
ル

■
対
象
／
丹
波
市
在
住
・
在
勤

の
人

■
演
題
／
人
生
会
議
に
つ
い
て

考
え
よ
う
！
～
あ
な
た
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
～

■
講
師
／
県
立
丹
波
医
療
セ
ン

タ
ー
内
科
医　

板
倉
崇た

か
や
す泰
さ
ん

■
そ
の
ほ
か
／
申
込
不
要

　
　

介
護
保
険
課
（
本
庁
第
２
庁

取
り
を
地
方
公
共
団
体
に
希
望

す
る
場
合
は
、
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　

都
市
住
宅
課
（
春
日
庁
舎

内
）
☎
74-

２
３
６
４

市
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

■
募
集
団
地
・
戸
数

○
公
営
住
宅
…
挙
田
団
地
（
柏

原
町
挙
田
）
２
Ｄ
Ｋ
1
戸
・
３

Ｄ
Ｋ
１
戸
▼
松
ヶ
端
団
地
（
山

南
町
玉
巻
）
３
Ｄ
Ｋ
１
戸
▼
香

良
団
地
（
氷
上
町
香
良
）
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
1
戸
▼
岩
本
団
地
（
青
垣

町
市
原
）
３
Ｄ
Ｋ
1
戸
▼
佐
治

団
地
（
青
垣
町
佐
治
）
２
Ｄ
Ｋ

１
戸
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
▼
柊
団

地
（
市
島
町
喜
多
）
３
Ｄ
Ｋ
３
戸

▼
城
ヶ
花
団
地
（
市
島
町
酒
梨
）

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
1
戸
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２

戸
▼
中
山
団
地
（
春
日
町
中
山
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸

■
申
込
期
間
／
10
月
２
日
（
月
）

～
18
日
（
水
）

■
申
込
窓
口
／
都
市
住
宅
課
、

各
支
所

■
入
居
可
能
時
期
／
11
月
下
旬

※
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
挙
田

高
い
た
め
、
外
出
の
際
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

山
に
入
る
際
に
は
鈴
や
ラ
ジ
オ

な
ど
、
音
の
鳴
る
も
の
を
必
ず

携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
農

林
振
興
課
お
よ
び
丹
波
警
察
署

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
ク
マ
を
近
づ
け
な
い
た
め
に
／

①
柿
や
栗
は
早
め
に
収
穫
し
、

収
穫
し
な
い
も
の
は
実
の
処
分

ま
た
は
果
樹
の
伐
採
を
検
討
す

る
②
収
穫
す
る
分
に
つ
い
て
は

木
の
根
元
に
ト
タ
ン
を
巻
く
か

電
気
柵
で
囲
む
③
収
穫
し
た
農

産
物
、
家
庭
ご
み
は
野
外
に
放

置
し
な
い

　

農
林
振
興
課
（
春
日
庁
舎
内
）

☎
88
‐
５
０
２
９

土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い
て

５
，
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取

引
／
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
２
週
間
以
内
に
、
市

を
経
由
し
て
知
事
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
１
０
，
０
０
０
㎡
（
１

ha
）
以
上
の
有
償
譲
渡
／
土
地

を
譲
渡
す
る
日
の
３
週
間
前
ま

で
に
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

２
０
０
㎡
以
上
の
土
地
の
買
い

舎
内
）
☎
88
‐
５
２
６
７

里
親
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

虐
待
な
ど
様
々
な
背
景
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
家
庭
に

迎
え
入
れ
て
い
た
だ
く
里
親
の

募
集
に
あ
た
り
、
里
親
制
度
の

説
明
や
体
験
談
を
交
え
、
里
親

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
11
日
（
水
）
午

前
11
時
～
午
後
２
時
※
説
明
所

要
時
間
は
１
時
間
程
度
で
、
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
と
こ
ろ
／
柏
原
総
合
庁
舎
内
柏

原
職
員
福
利
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議

室
（
丹
波
市
柏
原
町
柏
原
６
８
８
）

■
相
談
方
法
／
個
別
対
応

　

兵
庫
県
川
西
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
☎
０
７
２
‐
７
５
６
‐
６
６
３
３

細
見
綾
子
生
家
を
無
料
開
放

関
西
文
化
の
日
に
ち
な
み
、
青

垣
町
東
芦
田
に
あ
る
俳
人
細
見

綾
子
生
家
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

■
と
き
／
11
月
３
日
（
金
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
春
日
文

化
ホ
ー
ル
内
）
☎
74
‐
１
０
５
０

募
集

講
座
・
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集

問問

問

申
問

申
問

申
問

広告

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

特
集
：
丹
波
市
か
ら
野

球
で
羽
ば
た
く
２
人

下

水

道

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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◆写真展「撮っちゃったたんば 2023」

◆写真撮影ワークショップ

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

図 
書 
館

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

市
内
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
大
人

を
対
象
と
し
た
お
は
な
し
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
15
日
（
日
）
午
後
２
時

■
と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館
視
聴

覚
室

　

中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

本
の
福
袋
を
貸
出
し
ま
す

中
身
が
見
え
な
い
よ
う
に
本
を

包
ん
で
貸
し
出
し
す
る
、
大
人

を
対
象
と
し
た
「
本
の
福
袋
」

を
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
に
あ

わ
せ
て
図
書
館
職
員
が
選
ん
だ

３
冊
の
本
が
１
つ
の
福
袋
の
中

に
入
っ
て
い
ま
す
。

■
と
き
／
28
日
（
土
）
～
※
無

く
な
り
次
第
終
了

■
と
こ
ろ
／
市
内
各
図
書
館

■
そ
の
ほ
か
／
一
人
一
袋
ま
で

　

中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

10
月
の
子
育
て

関
連
情
報

◆
共
通
事
項
／
講
座
の
参
加
は
、

各
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講

座
の
ほ
か
に
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

♪
柏
原
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
72
‐
４
７
４
７

す
く
す
く
広
場
「
ハ
ッ
ピ
ー 

ハ

ロ
ウ
ィ
ン
！
」
31
日
（
火
）
午

前
10
時
～
11
時
30
分
※
丹
波
の

森
公
苑
多
目
的
ル
ー
ム

♪
氷
上
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
82
‐
８
６
８
９

み
ん
な
の
広
場
「
秋
だ
よ
！
芋

ほ
り
に
行
こ
う
」
11
日
（
水
）

～
13
日
（
金
）
午
前
10
時
～
11

時
30
分
※
青
垣
町
小
和
田
農
園

♪
青
垣
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
87
‐
１
９
１
９

ス
マ
イ
ル
☆
マ
マ
さ
ん
「
秋
を

見
つ
け
に
行
こ
う
！
」31
日（
火
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
※
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
青
垣
周
辺

♪
春
日
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
74
‐
３
０
４
０

マ
マ
講
座
「
足
育-

子
ど
も
の

足
に
つ
い
て
」
６
日
（
金
）
午

前
10
時
～
11
時
30
分

お
は
な
し
会

幼
＝
幼
児　

小
低
＝
小
学
校
低

学
年　

小
＝
小
学
生　

中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

14
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分　

幼
▼
21
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分　

小
▼
28
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分　

幼

柏
原
図
書
館
☎
72
‐
０
３
１
３

21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分  

幼

～
小
低
※
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室
B

青
垣
図
書
館
☎
87
‐
１
１
１
１

21
日
（
土
）
午
前
11
時 

幼
～
小

春
日
図
書
館
☎
74
‐
１
６
１
１

21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分   

幼

～
小
低
※
春
日
住
民
セ
ン
タ
ー

２
階
視
聴
覚
室

山
南
図
書
館
☎
77
‐
０
３
３
６

13
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分   

幼

※
山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ち

ー
た
ん
ル
ー
ム
▼
28
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分　

幼
～
小
低
※

山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

市
島
図
書
館
☎
85
‐
２
７
３
３

21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分　

幼
～
小
▼
28
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分　

幼
～
小
低

問問

　一般募集した写真を展示します。様々な人の視点
から見える丹波市の魅力を、写真を通して伝えます。
■とき / ９月 30 日（土）～ 11 月５日（日）
■料金 / 観覧料無料※１階常設展示は有料

　スタイリッシュな構図や可愛く撮れるバラン
スなど、写真の撮り方を実際に撮影しながら学
ぶ講座です。
■とき / ① 10 月８日（日）② 10 月 22 日（日）
※両日ともに午後１時 30 分～午後３時
■対象 / 小学生以上※定員は各回 10 人
■料金 /300 円（入館料込み）
■申込方法 / 電話またはホームページから
■問合先 / ☎ 82‐5912 ※月曜休館

水分れフィールドミュージアム
◆特定任期付職員を募集　
氷上回廊水分れフィールドミュージアムで教育普
及専門員として働く職員を募集します。
■職種 / 教育普及専門員
■受験資格 / 大学等の自然史専攻課程、生物学専
攻課程、地学専攻課程、人文学専攻課程のいずれ
かを卒業もしくはこれに該当する各専門単位を取
得した人で学芸員資格を有する人※令和６年３月
31 日までに学芸員資格を取得見込みの人を含む
■定員 / １人
■任期 / 令和６年４月１日（月）～令和９年３月 31 日（水）
■申込方法 / ①採用候補者試験受験申込書②ミュー
ジアム運営の実績、教育実績のリスト③自己 PR 書
を社会教育・文化財課まで郵送または直接持参
■申込期間 /10 月２日（月）～ 31 日（火）
■問合先 / 社会教育・文化財課 ☎ 70‐0819ホームページ
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問市民課（本庁舎内）☎ 82‐6690
給付金専用ダイヤル    ☎ 0570‐05‐4092

申

●次回の出張年金相談（完全予約制）
■とき /12 月７日（木）
■ところ / 氷上住民センター
■予約期限 /11 月１日（水）～ 30 日（木）まで
■定員：14 人
■予約先：西宮年金事務所☎ 0798‐33‐2944
※自動音声が流れますので、２を押して「職員
にご用の方」を選択してください。
※当日は年金証書、年金手帳など基礎年金番号
の分かるものを持参ください。
※本人以外の場合は、委任状を持参ください。

nen       kin

年  金 年金受給者の人へお知らせ

♪
山
南
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
１
６
０

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
「
お
は
な

し
で
て
こ
い
」
12
日
（
木
）
午

前
10
時
～
11
時
30
分

♪
市
島
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
85
‐
３
０
３
０
（
代
）

わ
か
ば
教
室
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

講
座
」
13
日
（
金
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
合
同
講
座

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

■
と
き
／
５
日
（
木
）
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分　

■
と
こ
ろ
／
春
日
子
育
て
学
習

セ
ン
タ
ー

■
申
込
先
／
各
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
合
同
事
業

「
ち
び
っ
こ
地
球
防
衛
隊
！
～

S
D
G
s
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
～
」

■
と
き
／
26
日
（
木
）
午
前
10

時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

■
申
込
先
／
各
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

♪
こ
う
が
や
ま
児
童
館

☎
82
‐
８
６
２
０

糸
紡
ぎ
体
験

■
と
き
／
14
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

■
定
員
／
10
人
※
要
電
話
予
約

■
料
金
／
１
，
２
０
０
円

秋
の
里
山
植
物
展

秋
に
咲
く
野
山
の
草
花
や
木
の

実
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
／
29
日
（
日
）
ま
で

10
月
の
体
験
教
室

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里 

☎
88
‐
０
８
８
８  　
月
曜
休
館

◆
共
通
事
項

申
込
者
が
３
人
以
上
の
場
合
に

開
催
し
ま
す
。
※
要
電
話
予
約

○
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト

■
と
き
／
11
日
（
水
）
①
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
②
午
後

１
時
～
３
時

■
定
員
／
各
回
８
人

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■
持
ち
物
／
透
明
な
ガ
ラ
ス
製

品
、
好
き
な
図
案
（
縦
15
㎝
×

横
20
㎝
）

丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
78
‐
９
９
９
９

○
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ

■
と
き
／
19
日
（
木
）
①
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
②
午
後

１
時
～
３
時

■
定
員
／
各
回
４
人

■
参
加
費
／
５
０
０
円

○
と
ん
ぼ
玉

■
と
き
／
24
日
（
火
）
①
午
前

10
時
～
午
後
０
時
30
分
②
午
後

１
時
30
分
～
４
時

■
定
員
／
各
回
６
人

■
参
加
費
／
１
，
５
０
０
円

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン

児
童
館

 

丹
波
布
伝
承
館

☎
80
‐
５
１
０
０
火
曜
休
館

　年金生活者支援給付金は、公的年金などの
収入やその他の所得額が一定基準額以下の年
金受給者の生活を支援するために、年金に上
乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求が必要です。令和５年度
に新たに年金生活者支援給付金の受け取り対
象となった人には、９月初旬頃より、順次、
日本年金機構から請求可能な旨の通知が郵送
されます。同封のはがき（年金生活者支援給
付金請求書）に記入して提出ください。
　現在受給中で、今年度も引き続き支給要件
に該当する人（受け取れる人）は、手続きは
不要です。

「
み
ん
な
お
い
で
よ
児
童
館
」

■
と
き
／
21
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
～
11
時
45
分

■
申
込
期
間
／
９
月
25
日
（
月
）

～
10
月
10
日
（
火
）

サンドブラスト
作品の一例です

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

特
集
：
令
和

３
年
度
予
算

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

特
集
：
丹
波
市
か
ら
野

球
で
羽
ば
た
く
２
人

下

水

道

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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※各種イベントの開催については、必ず事前に問い合わせてください。

氷住＝氷上住民センター、柏住＝柏原住民センター、山住＝山南住民センター、青住＝青垣
住民センター、ラ＝ライフピアいちじま、春住＝春日住民センター、本＝本庁舎、本２＝本
庁第２庁舎、春庁＝春日庁舎、市プ＝市民プラザ、健ミ＝健康センターミルネ、柏福＝柏原
福祉センター、春福＝春日福祉センター、丹健＝丹波健康福祉事務所10 月の相談

種別 相談名 日・曜日 時間 場所 問い合わせ先
消
費 消費生活相談 平日（祝日除く）午前８時 30 分～午後

５時 15 分
消費生活センター
( くらしの安全課内 )

丹波市消費生活センター☎ 82‐0996
消費者ホットライン※土日☎ 188

行
政 行政相談 ４日（山住）、10 日（本）、12 日（青住）、17 日（春住）、

18 日（柏住）、19 日（ラ）午後１時 30 分～３時 30 分 総務課☎ 82‐1002

人
権

特設人権相談所 ２日（ラ）、19 日（青住）、23 日（山住）午後１時 30 分～４時 柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176常設相談所 水（祝日除く） 午前９時～午後４時 神戸地方法務局柏原支局

総合生活相談
( 隣保館相談 )

電話 平日 午前９時～午後５時 来館相談も可能 氷上文化センター ☎ 82‐1064
七日市会館☎ 74‐2310出張 ２日（ラ）、19 日（青住）、23 日（山住）午後１時 30

分～４時

女性のための悩み相談 11 日 （市プ）①午前 10 時 10 分～、②午前 11 時 10 分～、
③午後１時～　※各回 50 分、予約優先、託児有（要予約）

男女共同参画センター
☎ 82‐8684

配偶者等からの暴力
（DV）相談 平日（祝日除く）午前８時 30 分～午後５時 15 分 丹波市 DV 相談支援センター

☎ 86‐8730
性的マイノリティ
特設電話相談

平日（祝日除く）
※要予約

午前９時～午後５時
※相談時間１回 30 分まで

人権啓発センター
☎ 82‐0242

法
律

行政書士による
無料相談会 7 日 午前 10 時～午後４時 丹 波 ゆ め タ ウ ン

ゆめ広場
県行政書士会摂丹支部 ( 足立 )
☎ 87‐1601

無料登記法律相談 19 日 午後１時 30 分～４時 柏住
岸部事務所☎ 74‐2352
※共催　県司法書士会たんば支
部・県土地家屋調査士会但馬支部

福
祉

もの忘れ医療相談日 24 日※要予約 午後２時～４時
本２ 高齢者あんしんセンター

☎ 88‐5267高齢者権利擁護相談日 12 日※要予約
午前 10 時～正午

認知症介護者のつどい「ほっと」25 日 春福

身体障がい者相談 27 日（柏福）　午後１時 30 分～３時

障がい福祉課☎ 88‐5263知的障がい者相談 11 日※前日正午
までに要予約 午後１時 30 分～３時

※オンライン相談可 本２こころの健康相談
（障がい福祉）

26 日※前日正午
までに要予約

福祉まるごと相談 平日（祝日除く）午前８時 30 分～午後
５時 15 分 本２ 社会福祉課

※フリーダイヤル☎ 0800-200-3393家計改善相談 10 日（本２）、20 日（本２）午後１時～４時

健
康

健康・栄養相談
６日（山住）、16 日（柏住）、23 日（健ミ）
受付時間 / 午前９時 30 分～ 11 時　※要予約
※「減塩相談」同時開催　 健康課☎ 88‐5750

こころのケア相談 12 日※要予約 午後１時 15 分～ 健ミ

アルコール相談 27 日※要予約 午後１時～
丹健 （丹健）地域保健課☎ 73‐3767

思春期保健相談 10 日※要予約 午後１時 45 分～

医
療

夜間医療健康相談 年中無休
午後７時～午前０時 電話相談

丹波市夜間医療健康相談ホットライン
☎ 0120‐737‐180

小児救急医療相談 年中無休　午後５時 30 分～翌午前８時 /
土日祝年末年始　午前８時～翌午前８時

子ども医療 ( 小児救急医療 ) 電話
相談窓口☎ 78‐9290

若
者

ニート・
ひきこもり相談

通常 平日（祝日除く）午前 10 時～午後４時 子ども・若者サポートセンター
☎ 86‐7101出張 ３日（氷住）、10 日（春住）、17 日（市プ）、24 日（柏住）

午前 10 時～午後 4 時
農
業 農地相談 13 日（山住）（ラ）、16 日（氷住）（青住）、17 日（柏住）

（春庁）午後１時 30 分～２時　※前日までに要予約 農業委員会事務局☎ 74‐1504

雇
用

出張職業相談 ５日（本２）、12 日（本２）、19 日（本２）、20 日（青住）、
26 日（本２）午後１時 30 分～ 4 時

丹
まごころ

ワークサポートたんば
☎ 74‐3660

キャリア相談 火・水・木（祝日除く）※要予約
午前９時～午後５時※１回 50 分 春庁 予約先☎ 080-4233-8530

心理相談 月（祝日除く）※要予約
午前９時～午後５時※１回 50 分
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性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を

　　

今
年
６
月
23
日
に
「
性
的
指

向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
国
民

の
理
解
の
増
進
に
関
す
る
法
律
」

が
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
つ
い
て
社
会
的
関
心

が
高
ま
る
一
方
、
依
然
と
し
て

社
会
で
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
が
、
悩
み
や
生
き
づ

ら
さ
を
感
じ
る
要
因
に
な
っ
て

い
る
当
事
者
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

市
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
人
々
へ
の
社
会
的
理
解
が
進

む
よ
う
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
」
の
導
入
や
啓
発
活

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

誰
も
が
自
分
ら
し
く
幸
せ
に

生
き
て
い
け
る
社
会
の
実
現
に

向
け
、
お
互
い
を
認
め
、
多
様

性
を
尊
重
し
合
う
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷
上
住
民

セ
ン
タ
ー
別
館
）
☎
82
‐
０
２
４
２

秋
バ
テ
を
防
ぎ
、
秋
を
満
喫

　　

暑
さ
が
落
ち
着
き
、
涼
し
く

過
ご
し
や
す
い
は
ず
な
の
に
、

身
体
が
だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い

な
ど
、
夏
バ
テ
に
似
た
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

夏
の
疲
れ
を
そ
の
ま
ま
秋
に

持
ち
越
し
、
さ
ら
に
気
温
の
変

化
に
伴
っ
て
自
律
神
経
が
乱
れ

る
た
め
に
生
じ
る
症
状
で
、
秋

バ
テ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

秋
バ
テ
対
策
に
は
、
ぬ
る
め
の

お
湯
に
ゆ
っ
く
り
入
浴
し
、
毎
日

軽
め
の
運
動
を
行
う
の
が
効
果
的

で
す
。
ま
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
心
が
け
、
身
体
の
冷
え
対
策

を
す
る
な
ど
、
自
律
神
経
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

秋
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
を
多
く
含
ん
だ
旬
の
食
材
も

豊
富
で
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
に
も
良
い
季
節
で
す
。

　

秋
バ
テ
を
防
ぎ
、
食
欲
の
秋
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
存
分
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課 

（
春
日
文

化
ホ
ー
ル
内
）
☎
88
‐
５
０
５
７

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す

電
気
契
約
の
変
更
は
慎
重
に

　

電
気
の
小
売
業
へ
の
参
入
が

全
面
自
由
化
さ
れ
、
平
成
28
年

４
月
以
降
は
、
従
来
の
地
域
の

電
力
会
社
も
含
め
て
、
消
費
者

が
自
由
に
電
力
会
社
や
さ
ま
ざ

ま
な
電
気
料
金
の
プ
ラ
ン
を
選

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
今
よ
り
も
料

金
が
安
く
な
る
、
ア
パ
ー
ト
全

体
で
契
約
先
の
電
力
会
社
が
変

更
に
な
る
な
ど
と
勧
誘
さ
れ
、

電
気
の
契
約
プ
ラ
ン
や
契
約
先

の
変
更
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

契
約
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
は
、

料
金
が
高
く
な
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
で
契
約
を
せ

ず
、
変
更
予
定
の
プ
ラ
ン
と
現

在
の
契
約
内
容
を
必
ず
比
較
し

ま
し
ょ
う
。
集
合
住
宅
全
体
で

変
更
す
る
と
言
わ
れ
て
も
、
そ

れ
が
事
実
か
ど
う
か
を
管
理
会

社
や
賃
貸
物
件
の
所
有
者
な
ど

に
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

丹
波
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
本
庁
舎
内
）
☎
82
‐
０
９
９
６    

じ
ん
け
ん    

と
び
ら

の

問

問 消
費
生
活
ニ
ュ
ー
ス

人
権
啓
発
コ
ー
ナ
ー

く
ら
し
に
安
全
を

こ
ん
に
ち
は
！

問

い
き
い
き
げ
ん
き
に
！

　
　
　
　

高
齢
者
学
級
だ
よ
り

春
日
さ
わ
や
か
学
級　

リ
フ
ォ
ー
ム
（
手
芸
）
サ
ー
ク
ル　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

リ
フ
ォ
ー
ム
（
手
芸
）
サ
ー
ク
ル
は
、
会
員
11
人
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
教
室
で
、
毎
回
楽
し
く
作
品
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
自
が
持
ち
込
ん
だ
思
い
出
深
い
着
物
や
浴
衣
を
リ
メ
イ
ク
し
て
、

思
い
思
い
の
チ
ュ
ニ
ッ
ク
や
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
ま

す
。
工
夫
次
第
で
、
今
で
は
懐
か
し
い
蚊
帳
と
生
地
で
素
敵
な
カ
バ

ン
や
ベ
ス
ト
が
仕
上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
上
が
っ
た
作
品
を
、
丹
波
の
森
公
苑
で
毎
年
開
催
さ
れ

る
「
丹
波
地
域
学
ぶ
高
齢
者
の
つ
ど
い
作
品
展
」
に
も
出
展
し
ま
す
。

　

今
は
、
ス
タ
ン
ド
カ
ラ
ー
の
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
、
各
自
が
縫
製
し
た

い
作
品
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
手
で
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た

作
品
を
通
し
て
感
動
を
共
有
し
な
が
ら
、
手
芸
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

■基本事項

実施日 毎月第２水曜日午後１時 30 分
～３時 30 分

場　所 春日住民センター

対　象 市内在住のおおむね 60 歳以上

会　費 年会費 3,500 円

     市民活動課　☎ 82-0409問
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10 月
図書館カレンダー
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×…全館休館日
□…全館整理休館日

日  月  火  水  木  金  土    
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15 16 17 18 19 20 21
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　おすすめ図書
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　ベストリーダー情報（８月１日～８月 31 日）

一般書 児童書
順位 本の名前 作　者
１ １０２歳、一人暮らし。 石井 哲代
２ 署長シンドローム 今野 敏
３ 汝、星のごとく 凪良 ゆう
４ ハヤブサ消防団 池井戸 潤
５ おもみいたします あさの あつこ

順位 本の名前 作　者
１ 給食室のいちにち 大塚 菜生
２ ライスボールとみそ蔵と 横田 明子
３ がっこうのおばけずかん 斉藤 洋
４ 大ピンチずかん 鈴木 のりたけ
５ よるのあいだに… ポリー・フェイバー

一般書 児童書
『頭部リンパ流しで髪が増えた！』

横田　有里惠／著　
Gakken（2023.2）

『ロボットは泣くのか？』
佐藤　まどか／作　酒井　以／絵　　　
講談社（2023.1）

頭皮下の老廃物をほぐして流し、
美
び は つ

髪が生える頭皮環境（土壌）
をつくる「頭部リンパ流し」のや
り方を解説。薄毛・白髪を防ぐ
シャンプー法、「脱コーディング
剤」のススメ、「美髪」のための
基礎知識なども収録。

「人類にＡＩは必要か？」という
ディベートの題に、肯定派として
挑む小学生の新

あらた

は、リサーチの
過程でＡＩの可能性と恐ろしさ
を知り…。「ＡＩ」と小～中学校
で学ぶ理科の内容との関連を解
説する「ひとくちメモ」も収録。

　

秋
の
丹
波
を
代
表
す
る
食
材
に
栗

が
あ
り
ま
す
。
山
南
地
域
東
部
の
栗く

り

作つ
く
り

郷ご
う

と
呼
ば
れ
た
地
域
に
は
、
丹た

ん
ば
の波

甘あ
ま
ぐ
り
の
み
そ
の

栗
御
園
と
い
う
栗
園
が
あ
り
、
朝

廷
に
栗
を
献
上
し
て
い
た
こ
と
が

『
山さ

ん
か
い
き

槐
記
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
丹た

ん

ば波

志し

』
に
は
、『
葛か

ど
の
た
に

野
谷
（
現
氷
上
地
域
）

や
玉た

ま
き
む
ら

巻
村
（
現
山
南
地
域
）
で
良
い

栗
が
採
れ
る
。
さ
ら
に
岩い

わ
や
む
ら

屋
村
（
現

山
南
地
域
）
で
は
、
両
手
で
持
つ
ほ

ど
の
大
き
な
「
手て

て々

ウ
チ
栗
」
と
い

う
栗
が
採
れ
、
こ
の
栗
が
採
れ
る
の

は
岩
屋
村
だ
け
で
あ
る
』
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
丹
波
以
外
で
は
丹
波
栗

の
別
名
が
「
て
て
う
ち
栗
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
版
木
に
、
て
て
う
ち
栗
の
由
来

を
記
し
た
も
の
が
石せ

き
が
ん
じ

龕
寺
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
次
の
３
つ
の
説
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
①
親
子
で
栗
を
盗
も

う
と
し
て
、
木
の
上
か
ら
子
ど
も
の

落
と
し
た
栗
が
、
父
親
を
殺
し
て
し

 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
舞

ま
っ
た
こ
と
か
ら
「
父
撃
ち
栗
」
②

手
の
内
に
一
つ
し
か
入
ら
な
い
大

き
さ
と
い
う
意
味
で
「
手
の
内
栗
」

と
言
う
と
こ
ろ
を
、
幼
い
子
ど
も

の
言
葉
で
「
手
々
内
栗
」
③
実
が

大
き
く
、
毬
か
ら
出
て
自
然
に
落

ち
る
た
め
「
出
て
落
ち
栗
」
が
誤
っ

て
「
て
て
う
ち
栗
」
と
な
っ
た
と

い
う
説
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
版
木
に
は
、
か

つ
て
足あ

し
か
が利
尊た

か
う
じ氏
の
三
男
義よ

し
あ
き
ら詮
が
都

を
追
わ
れ
、
石
龕
寺
に
潜
ん
で
い

た
際
、
栗
が
献
上
さ
れ
た
時
の
逸

話
も
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

義
詮
は
そ
の
一
つ
に
爪
痕
を
つ

け
「
こ
の
実
を
埋
め
な
さ
い
。
そ
し

て
芽
が
出
れ
ば
、
自
分
は
都
に
返

り
咲
き
、
成
長
し
て
木
に
な
れ
ば
、

天
下
を
取
っ
た
と
思
い
な
さ
い
」
と

伝
え
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に
な
り
、

成
っ
た
実
に
は
爪
痕
が
つ
い
て
い

た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
の
は
、
石
龕
寺

に
伝
わ
る
て
て
う
ち
栗
の
由
来
で

す
が
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
説

が
残
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
調
べ
て
い
く
と
、
て
て
う
ち
栗

に
つ
い
て
の
新
し
い
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う

歴史探訪

　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
（
山
南
庁
舎
内
）

☎
70
‐
０
８
１
９

問

「
て
て
う
ち
栗
」
の
由
来

□□

□□

問中央図書館 ☎ 82‐7100
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健康生活
healthy life 問健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5750

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
み
ん
な
の
食
育
！

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
食
育

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。（
6
回
目
）

壮
年
期
～
帰
宅
が
遅
い
時
の
夕
食
～

　

壮
年
期
は
、
い
わ
ゆ
る
働
き
盛
り
の
世
代
で
、
忙

し
い
日
々
に
、
自
分
の
健
康
管
理
に
は
関
心
が
持
ち

に
く
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

食
生
活
で
は
、
夕
食
時
間
が
遅
く
な
る
ほ
ど
太
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
空
腹
感
か
ら
食
べ
過
ぎ
て
し
ま

い
、
過
剰
に
摂
取
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
体
脂
肪
と
し

て
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
て
か
ら
時
間
を
置

か
ず
に
寝
る
と
、
胃
腸
に
負
担
が
か
か
り
、
睡
眠
を

妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
夕
食
が
遅
く
な
っ
た
時
は
、
食
べ
方
に

工
夫
が
必
要
で
す
。
ご
飯
の
量
は
い
つ
も
よ
り
控
え
め

に
し
、
野
菜
が
主
役
の
お
か
ず
や
汁
物
を
優
先
し
て
食

べ
、
消
化
に
時
間
が
か
か
る
肉
料
理
や
揚
げ
物
な
ど
、

油
脂
の
多
い
お
か
ず
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
常
に
夕
食
時

間
が
遅
く
な
る
人
は
、
野
菜
料
理
を
中
心
に
魚
や
豆
腐

な
ど
、
脂
肪
の
少
な
い
食
材
を
使
っ
た
、
煮
る
・
茹ゆ

で

る
・
蒸
す
な
ど
で
調
理
し
た
食
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

肥
満
の
人
や
内
臓
脂
肪
が
多
い
人
は
、
夕
食
の
食
べ

方
を
変
え
て
減
量
す
る
こ
と
で
血
液
検
査
値
の
改
善
に

つ
な
が
り
ま
す
。
健
康
に
自
信
が
あ
る
人
も
、
年
に
１

回
は
健
診
を
受
け
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
ま

し
ょ
う
。
毎
日
の
食
生
活
に
少
し
気
を
つ
け
る
こ
と
で

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
月
は
、
低
脂
肪
食
材
で
胃
腸
に
優
し
い
一
品
を

紹
介
し
ま
す
。

  

材
料
（
２
人
分
）

つ
く
り
方

が
ん
検
診
、
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

が
ん
は
、
40
年
以
上
日
本
人
の
死
因

第
1
位
で
す
。
市
で
も
令
和
３
年
度
で

全
死
亡
の
23.

６
％
と
、
依
然
高
い
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

が
ん
に
か
か
っ
て
も
初
期
は
ほ
と
ん

ど
自
覚
症
状
が
な
く
、
自
覚
し
た
時
に

は
、
症
状
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
の
進

行
程
度
を
ス
テ
ー
ジ
と
呼
び
、
０
～
Ⅳ

ま
で
の
５
段
階
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
要
な
が
ん
の
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
に
お
け
る

５
年
生
存
率
は
８
～
９
割
で
す
が
、
進

行
し
た
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
で
は
、
３
割
程
度

か
ら
１
割
未
満
に
ま
で
下
が
り
ま
す
。

　

が
ん
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
は
定

期
的
に
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
感
染
症
へ
の
不
安
な
ど
で

病
院
か
ら
足
が
遠
の
き
、
検
診
を
控
え

て
い
た
人
も
、
健
康
維
持
、
早
期
発
見

の
た
め
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
40
歳
以
上
の
人
に
、
肺
が

ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
子
宮
頚
が
ん
、

乳
が
ん
の
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

（
婦
人
科
検
診
は
2
年
に
1
回
、
子
宮
頸

が
ん
は
年
度
末
年
齢
21
歳
以
上
）
ま
た
、

年
度
末
年
齢
が
、
41
歳
、
51
歳
、
61
歳
、

71
歳
の
人
は
無
料
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
ミ
ル
ネ
内
）

☎
88
‐
５
７
５
０

問

①鶏ささ身は筋を取り、一口大のそぎ切り、豆腐
は４等分に切る。白菜の白い部分は２㎝幅のそぎ
切り、葉の柔らかい部分はざく切りにする。小松
菜は長さ４㎝に切りそろえ、にんじんは長さ４㎝
の短冊切りにして、しめじは石づきを切り取り小
房に分ける。
②鍋にＡと①の具材を入れ、フタをして中火で煮る。
③鶏ささ身に火が通ったら、豆乳を加えて温め、
煮立ちかけたら火を止める。

豆乳小鍋

鶏ささ身 100g
豆腐 100g
白菜 150g
小松菜 100g
にんじん 小 1/2 本
しめじ 小 1/2 パック
A　水 150 ㏄
　   顆粒和風だし 大さじ１
無調整豆乳 200 ㏄

豆乳を加えたら、グツグツ煮立たせないようにしましょう。
具材は、魚や豚肉、そのほか冷蔵庫にある残り野菜に変えて
も美味しく作れます。

１人分 エネルギー：約 161kcal・食塩相当量：1.9g・調理時間：約 20 分
　　　　　　　　　  ※日本食品標準成分表 2020 版 ( 八訂 ) を基に計算
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将来を見据えた持続可能な地域づくりを支援

地域おこし協力隊に立石さん

　９月１日に、地域おこし協力隊として、立石
実
み き

希さんが着任しました。自治協議会や自治会
が地域の課題を正しく認識したうえで、組織体
制の見直しや事業の棚卸しなどを行い、持続可
能な地域社会の実現に向けた話し合いや学び合
いの場づくりを支援します。
　立石さんは、「丹波市や丹波の人とかかわり、
地域づくりに自分らしく取り組んでいきたい」
と抱負を述べました。

JR 久下村駅前広場で夕涼みを満喫

久下村夜市を初開催

出店などで賑わいをみせた JR 加古川線久下村駅前の芝生広場

　8月 22 日、ＪＲ加古川線久下村駅前の芝生
広場で地酒やビール、ピザ、お好み焼きなど
10 店が出店する「久下村夜市」が開催されま
した。ＪＲ加古川線の利用促進のため丹波県民
局と久下自治振興会が初めて開催。同線利用で
の来場を呼びかけたことから、開催時間帯の車
内は乗客で混み合うなど賑わいを見せました。
　参加者のひとりは「久しぶりに乗車した。お
酒も安心して飲めて楽しい」と話しました。

　
　８月 26日、旧遠阪小学校で足立遠

とおまさ

政の供養祭
と全国の足立姓との交流を兼ねた「全国の足立さ
ん集まれ祭り」が開催されました。
　山垣地域に残る古文書の解説会や足立遠政につ
いて学ぶ歴史講座が行われ、参加者にとって地域
や足立姓への理解を深める機会となりました。祭
りのフィナーレにはたいまつに見立てた LED の
スカイランタンを同体育館で打ち上げ、会場を幻
想的な光で包みました。

スカイランタンが幻想的な光で包み込んだ

全国の足立さん集まれ祭り

LED のスカイランタンを打ち上げる参加者ら

大災害に備え実践を想定した

兵庫県・丹波地域合同防災訓練を実施

ドローンで届けられてきた救援物資を確認する齋藤知事
（写真右から３人目）
　
　９月３日、兵庫県と丹波地域の関係機関による
合同の防災訓練が丹波市と丹波篠山市で行われま
した。警察や消防、自衛隊、医療機関など約 800
人が参加し、人名救助や避難所運営などの手順を
確認。目視に頼らないドローンの自動飛行による
救援物資を届ける実証訓練も行われました。
　齋藤元

もとひ こ

彦知事は「実践を想定した有意義な内
容だった。高い防災意識を持って繰り返し訓練
を行っていくことが必要」と話しました。

市長から委嘱書を手渡された立石さん（写真左）
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ピティナ・ピアノコンペティションで入選

３人が市長を表敬訪問

　８月 17日から 21日に東京都で開催された第
47回ピティナ・ピアノコンペティション全国大
会に三輪小学校５年生の吉井陽

ひ な た

向くん、春日部小
学校２年生の吉見藍

あ い か

香さん、崇広小学校３年生の
𠮷竹羽

は な

那さんが出場し、入選しました。
　８月 29 日には市長を表敬訪問し入選を報告。
吉井くんは「金賞が取れずに悔しい。来年こそ取
れるように頑張りたい」と抱負を語りました。

株式会社クレハと災害時における

物資調達に関する協定を締結

協定書を掲げる木田執行役員（生産・技術本部長）（写真右）

　8月 21 日、丹波市と株式会社クレハが「災害
時における物資調達に関する協定」を締結しまし
た。災害発生時やその恐れがある場合、市は同社
が保有する食品包装用ラップフィルムなどの物資
について提供を受けることができます。
　木田淳

あつし

執行役員 ( 生産・技術本部長 ) は「わが社
は来年、柏原地域に柏原化成株式会社として設立し
てから 65年目を迎える。協定を通して長年お世話
になっている地域のお役に立てれば」と話しました。

　
　ミュージカルなど舞台を中心に活躍する丹波
市出身で俳優の新木宏

ひろふみ

典さんが 40 歳の節目を
記念に市内で撮り下ろしたフォトブック「“新”
発見丹波ガイド」が発売されました。
　８月 6日に市内で行われたイベント「スプラ
ッシュ‼丹波‼2023」に出演したほか、８月
７日には市長を表敬訪問し「丹波市は人付き合
いが深いのが魅力。フォトブックを読んで、訪れ
た先で地元の人と交流してほしい」と話しました。

舞台を中心に活躍する丹波市出身の俳優

新木宏
ひ ろ ふ み

典さんが市長表敬訪問

林市長と談笑する新木さん（写真左）

夏休みに子どもが企画運営

こども食堂「かむc
か む

omeキッチン」

来客に配膳する子ども

　８月 20日、山南住民センターでこども食堂
かむ c

か む

ome キッチンが開催されました。子ども
たちでメニューの考案から調理、会場の準備ま
で取り組むイベントで、丹波市社会福祉協議会
山南支所が、小中学生を対象に夏休みのボラン
ティア体験として企画しました。
　ボランティアに参加した石

いしまさ

正悠
ゆうしん

真くんは「自
分たちの考えたメニューで、お客さんが喜ぶ姿
が見れてうれしい」と話しました。

林市長と記念撮影をする吉井陽向くん、𠮷竹羽那さん、吉
見藍香さん（写真左から）
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丹波の“幸せさん”を紹介

平成 30 年９月 11 日　森奥 心
み ら ん

蘭ちゃん

令和３年９月９日　足立 美
み お

桜ちゃん

はぴたん
Happy Tamba

LINE の登録はこちらから→

　「はぴたん‐Happy Tamba‐」では、生まれ
た子、新婚夫婦、誕生日を迎える子を紹介しま
す。市の公式ラインで毎月 20 日前後
に掲載者になれるクーポンを配信して
います。

平成 28 年９月 27 日　池田 環
か ん な

奈ちゃん（写真右）
弟さんと一緒に♪

市島町
上田

誕生日

山南町
山本

誕生日

令和４年９月 24 日　小山 統
と う や

矢ちゃん

令和２年９月 24 日　蘆田 莉
り の

乃ちゃん（写真右）お姉さんと一緒に♬

令和４年９月６日　安福 太
た い ち

智くん

令和５年８月 16 日　西野 凪
な ぎ

くん

柏原町
柏原

誕生日

誕生日

氷上町
石生

柏原町
柏原

春日町
黒井

誕生日

氷上町
新郷

誕生日

出生



市内交通事故発生状況
総人口　６１，０８１人         　( △３１)
　 男　   ２９，５１５人      　   　( △１)
 　女　   ３１，５６６人        　 ( △３０)
世帯数　２６，３４０世帯   　 　 ( １９)
＊令和５年８月末現在・（　）内は前月比
＊住民基本台帳に基づいて掲載

死　　者　　       ０人　　 　 （０）
傷　　者　       １０人           （△３）
人身事故           　６件　　   （△５）
物損事故　　１１５件  　 （△２１）   
＊令和５年８月の状況・   （　）内は前月比

マイナンバーカード時間外交付

世帯数と人口

次回の休日開庁日

10 月 12 日（木）午後５時 15 分～７時
10 月 19 日（木）午後５時 15 分～７時
10 月 28 日（土）午前９時～正午
毎月第２・３木曜日、第４土曜日の時間外にマイ
ナンバーカードの交付を行います。前日までに本
庁舎市民課および各支所に予約してください。
問市民課（本庁舎内）☎ 82‐2002

９月 23 日（土）・10 月 28 日（土）
午前９時～正午　＊本庁舎市民課のみ
＊休日開庁日（毎月第４土曜日）の取扱業務
住民票、戸籍謄（抄）本、印鑑登録、印鑑登録
証明書、住民票、戸籍に関する諸証明書、マイ
ナンバーカード申請※転入・転出の届出や税務
証明の発行は行っていません。
問市民課（本庁舎内）☎ 82‐2002

10 月 12 日（木）午前 10 時～午後４時
■ところ／山南住民センター
10 月 20 日（金）午前 10 時～午後４時
■ところ／氷上住民センター
11 月 15 日（水）午前 11 時 30 分～午後４時
■ところ／柏原自治会館
　健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5082

10 月  １日 （日）田中　庸生　（外科）
10 月  ８日 （日）細見　成一    （婦人科）
10 月   9 日 （月）山田　耕士　（眼科）
10 月 15 日 （日）大塚病院医師　（内科）
10 月 22 日 （日）芦田　　孔    （内科）
10 月 29 日 （日）山池　紀翔    （眼科）
■受付時間 / 午前８時 30 分～ 11 時 30 分、
午後１時～４時 30 分
■ところ / 健康センターミルネ１階
※来院前に必ず電話してください。☎ 88‐5800
問 健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5082

献血のお知らせ

休日応急診療所当番医

８月届出分　行政区順（敬称略）戸籍のまど

今西　秀
しゅうせい

星　竜
りゅうた

太	 柏原町柏原

細見　一
かず ま

真　幸
こう き

輝	 柏原町柏原

西山　雅
あ も

椛　佳
よし き

樹		 柏原町柏原

中尾　　夏
なつ

　大
ひろ き

紀	 柏原町南多田

足立　理
りひ と

寛　巧
こうすけ

輔	 柏原町南多田

西野　　凪
なぎ

　勝
かつ き

貴	 柏原町柏原

湯谷　優
ゆう き

葵　諒
りょうじ

次	 柏原町南多田

牧田　瑛
えい と

士　　丈
じょう

	 柏原町下小倉

板野　茉
ま み

美　有
ゆう き

紀	 氷上町上成松

瀬川　璃
りひ と

人　拓
ひろゆき

由樹	 氷上町上成松

桂木　俐
り た

汰　飛
ひゅうま

雄馬	 氷上町成松

山根　帆
ほの か

乃夏　紳
しんぺい

平	 氷上町常楽	

橋本　一
いっけい

慶　翔
しょうせい

生	 氷上町常楽

芦田　蒼
あお と

斗　勇
ゆう た

大	 氷上町成松

池田　大
たい し

志　勇
はや と

登	 氷上町市辺

濵川　麗
れいじゅ

珠　淳
じゅんいち

一	 氷上町沼

浅井　天
てんきちろう

吉朗　ありさ	 青垣町東芦田

冨岡　唯
いち か

愛　勇
はや と

人　春日町野村

徳義　　史
ふみ

　理
まさ と

人　春日町多田

足立　温
はる と

大　繁
しげとし

俊　春日町多田

能勢　朔
さ く

空　恵
え り か

里香　春日町野上野

岡田　透
とう あ

空　拓
たく や

也　春日町野上野	

近藤　希
き こ

虹　悠
ゆうすけ

介　春日町国領	

荻野　紗
さ く や

久也　和
かず や

也　春日町棚原	

鈴木　綾
あや の

乃　勇
ゆう じ

司　春日町柚津

足立　碧
あお と

斗　知
とも や

彌　山南町村森

藤林　岳
が く

玖　太
たい ち

一　市島町中竹田

小笠原　　慈
いつき

　瑛
えい と

斗　市島町下竹田

足立　希
の あ

愛　涼
りょうた

太　市島町上田

木下　朔
さ く

琥　裕
ゆう が

雅　市島町上田

服部　夏
なつ こ

子　91歳　柏原町柏原

有田　美
みほ こ

保子　78歳　柏原町柏原

井元　とし子
こ

　98歳　柏原町見長

中尾　多
たみ こ

美子　75歳　柏原町柏原

辻　　幸
こうたろう

太郎　86歳	 氷上町常楽	

日谷　光
みつ お

男　73歳	 氷上町下新庄

前田　みちゑ　90歳	 氷上町稲畑

大槻　美
みさ こ

佐子　99歳	 氷上町新郷	

中川　和
かず こ

子　78歳	 氷上町谷村

吉住　　渉
わたる

　73歳	 氷上町絹山

安達　庄
しょうざえもん

左衞門　90歳	 氷上町井中

長田　清
きよ え

枝　90歳	 氷上町氷上	

藤田　隆
りゅういち

一　78歳	 氷上町南油良

衣川　千
ち づ こ

鶴子　91歳	 青垣町市原

古川　溢
いつ お

夫　86歳	 青垣町佐治

小田　貞
てい じ

二　69歳	 青垣町栗住野

足立　和
かず よ

代　83歳	 青垣町桧倉

山中　夫
ふさ こ

佐子　94歳	 青垣町大名草

足立　きくゑ　98歳	 青垣町遠阪

秋山　雅
まさ こ

子　99歳	 春日町黒井	

蘆田　公
こういち

一　89歳	 春日町黒井	

橋本　重
しげ こ

子　92歳	 春日町黒井	

前田　美
み さ よ

佐代　76歳	 春日町平松

荻野　まき枝
え

　91歳	 春日町多田	

お誕生おめでとうございます
赤ちゃん　保護者　住　所

氏　名 　年齢   住　 所 
お悔やみ申し上げます

船越　つたゑ　91歳	 春日町多田	

秋山　種
たね お

男　91歳	 春日町野上野	

畑　　保
やす お

夫　91歳	 春日町下三井庄	

岸本　正
まさ よ

代　96歳	 春日町棚原	

荻野　　登
のぼる

　99歳	 春日町朝日	

伊賀　美
み よ こ

代子　94歳	 春日町長王	

村岡　美
み さ こ

砂子　95歳	 山南町太田

西本　佳
よしろう

郎　88歳	 山南町谷川

後藤　房
ふさ こ

子　85歳	 山南町井原

河津　壽
すが こ

賀子　101歳	 山南町南中

永井　隆
たか し

司　92歳	 山南町和田

松浪　すま子
こ

　91歳	 山南町北和田

垣内　日
ひ で こ

出子　99歳	 山南町草部

中西　重
しげ お

夫　75歳	 市島町下竹田

荻野　晴
はる み

美　91歳	 市島町上竹田

吉見　　弘
ひろし

　91歳	 市島町市島

義積　　長
ひさし

　85歳	 市島町市島

田中　義
よしひろ

浩　63歳	 市島町市島	

木寺　　勇
いさむ

　86歳	 市島町上牧	

中野　秀
ひで こ

子　70歳	 市島町東勅使

問

掲示板
Bulletin board
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H P

環境
environment

　ゼロカーボン達成に向けて、日常生活のちょっとした配慮で実践で
きる「丹波市ゼロカーボンアクション」を紹介します。 丹波市ゼロカーボン

アクション

　 環境課（丹波市クリーンセンター内）☎ 78‐9999問

身近なところから取り組もう！
丹波市ゼロカーボンアクション

節水を心がけよう
丹波市ゼロカーボンアクション

　30 秒間水を出しっぱなしにすると約６リ
ットルもの水を使うと言われています。も
し、２人家族の朝晩の歯磨きで 30 秒間水を
出しっぱなしにすると、１年間で 500 ミリ
リットルのペットボトル 17,520 本分の量を
使うことになります。

　 環境課（本庁舎内）☎ 82‐1290問

１日あたりのごみの排出量目標値：１人４１２g
８月の 1 日あたりのごみ排出量：１人４５０g（２６g）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）内は前月比

目標値達成まで、1 日卵約１個分のごみを減らそう！

みんなで家庭ごみ減量チャレンジ！

目標値

R5.1 （月）

（g）

200

400

600
453 450 456 439 389 446 407 465 454 424 450

496

１人１日あたりの家庭系可燃ごみの排出量推移

432

R4.8 11 1210９ ６ ７ ８３ ５４２

アクションの具体例

　また、水道事業では、浄水、供給、下水
処理などにエネルギーを消費し、温室効果
ガスを排出しています。節水は、ゼロカー
ボンにつながる日ごろから取り組めるもの
の一つです。日常生活の身近なことからは
じめましょう。

２時間の放置により 4.5℃低下
したお湯（200L

リットル

）を追い焚き
する場合（１回 / 日）

参考：経済産業省資源エネルギー庁
「無理のない省エネ節約」

年間でこれだけの
CO2 削減・節約効果があります

ガス

38.20 ㎥の
省エネ

CO2

85.7kg の
削減

ガス代

約 6,190 円の
節約

洗濯や食器洗いは
まとめてしましょう

買い替えの際には節水型の
洗濯機やシャワーヘッドの

購入を検討しましょう

シャワーは不必要に
流したままにしない

ようにしましょう

歯磨きで口をゆすぐときは
コップに水をくんでおきましょう

（水を流したままにしない）

入浴は追い焚
だ

きを減ら
すために間隔を空けず

に入りましょう

経済産業省
ホームページ


